
資料１-③

「（仮称）青森市地域福祉計画」策定に係る

アンケート調査

（町（内）会、地区社会福祉協議会、民生委員・児童委員用）

集 計 結 果



■　調査目的

■　調査対象者数

1,063件
　・町（内）会：410

　・地区社会福祉協議会：38

　・民生委員・児童委員：615

■　調査期間

町会：21日間　（平成27年6月22日～平成27年7月12日）

地区社会福祉協議会：15日間（平成27年6月10日～平成27年6月24日）

※　民生委員・児童委員は、6月5日～22日の18日間

■　調査方法

住民基本台帳から無作為に抽出した調査対象者へ郵送により配布し、郵送により回収する

※　民生委員・児童委員は「青森市民生委員児童委員協議会」理事会にて配付、郵送により回収

■　回答数、回答率

822件、　77.3％

■　対象者別回答数・回答率

■　注意事項

(1) 図表中の「ｎ」は、回答数を示しています。

新しい「（仮称）青森市地域福祉計画」の策定に当たって、市民や各団体の考え・意識などの現状と
課題を把握し、地域福祉計画の基礎資料とするため。

410 38

466

対象者

対象者数

324 822回答数 32

町（内）会
地区

社会福祉協議会

（84.2％） （77.3％）（79.0％）

(2) 調査結果の比率は、その設問の回答数を基礎として、小数点以下第2位を四捨五入して算出し
ています。したがって、回答比率の合計は必ずしも100％にならない場合があります。

(3) 複数回答形式の設問については、回答比率の合計を100％とするために、その設問の総回答
数を基礎として回答比率を算出しています。

（回答率） （75.8％）

615

民生委員・
児童委員

合計

1,063
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≪Ⅰ．地域での活動状況について≫

Ｈ27

Ｈ24

　活動拠点については、「④公共施設」と回答した割合が39.3％と最も高く、次いで「②団体代表
者の自宅が」が39.2％となっています。前回の調査と比較すると、公共施設の割合が減少しまし
た。

7.7 

39.2 

3.8 

39.3 

6.1 

3.3 

0.7 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

①団体所有の事務所

②団体代表者などの自宅

③地域の民間施設

④公共施設

⑤特に活動拠点はない

⑥その他

⑦無回答・無効回答

(n=822)

【問２】
地域活動を行う上で、貴団体の主な活動拠点は、次のどれにあたりますか。該当するものに○をつけてくだ

さい。（○は１つ）

町（内）会 民生委員・児童委員地区社会福祉協議会

①団体所有の事務所

②団体代表者などの自宅

③地域の民間施設

④公共施設

⑤特に活動拠点はない

⑥その他

⑦無回答・無効回答

（n=703）

7.7 

8.4 

9.4 

60.0 

7.4 

3.7 

3.4 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%
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Ｈ27

Ｈ24

　活動拠点としている公共施設については、「②市民センター」と回答した割合が45.8.％と最も高
く、次いで「③福祉館」が27.8％となっているほか、「⑥その他」の割合がやや高く、前回の調査
とほぼ同様の結果となっています。

7.8 

45.8 

27.8 

2.8 

4.4 

10.8 

0.6 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

①総合福祉センター、福祉増進センター

②公民館・市民センター

③福祉館

④児童館

⑤小・中学校

⑥その他

⑦無回答

(n=360)

【問３】＜【問２】で「公共施設」と回答した方のみ＞
主な活動拠点としている公共施設は、次のどれにあたりますか。該当するものすべてに○をつけてくださ

い。
（複数回答）

①総合福祉センター、福祉増進センター

②市民センター

③福祉館

④児童館

⑤小・中学校

⑥その他

⑦無回答

（n=501）

9.8 

37.1 

28.1 

2.4 

4.6 

17.4 

0.6 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%
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Ｈ27

Ｈ24

　活動拠点としている公共施設の利用頻度については、「③月２～３回程度」と回答した割合が
33.4％と最も高く、次いで「④月１回程度」が31.0％となっています。前回の調査と比較すると、
月１回程度利用する割合の人が減少しています。

4.0 

5.0 

33.4 

31.0 

8.0 

6.2 

12.4 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

①週２～３回程度

②週１回程度

③月２～３回程度

④月１回程度

⑤年２～３回程度

⑥その他

⑦無回答

(n=323)

【問４】＜【問２】で「公共施設」と回答した方のみ＞
主な活動拠点としている公共施設の利用頻度は、どれくらいですか。該当するものに○をつけてください。

（○は１つ）

町（内）会 民生委員・児童委員地区社会福祉協議会

①週２～３回程度

②週１回程度

③月２～３回程度

④月１回程度

⑤年２～３回程度

⑥その他

⑦無回答

（n=422）

2.6 

3.8 

35.8 

45.5 

5.7 

1.4 

5.2 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%
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Ｈ27

Ｈ24

　他の団体や公共機関などとの交流や協力関係については、「①町会・自治会」と回答した割合が
17.0％と最も高く、次いで「⑪社会福祉協議会」が16.2％となっています。
　「⑬小・中学校、高校、大学」や「②老人クラブ・女性団体」もやや高くなっています。
　前回の調査と比較するとほぼ同様の結果となっています。

17.0 

11.4 

7.4 

0.5 

2.0 

0.7 

1.3 

6.2 

1.7 

1.9 

16.2 

5.3 

14.3 

3.3 

8.5 

1.0 

0.6 

0.7 

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0%

①町（内）会・自治会

②老人クラブ・女性団体

③子ども会

④ＮＰＯ法人

⑤ボランティア団体

⑥企業

⑦商店会

⑧高齢者施設

⑨障がい者施設

⑩医療施設

⑪社会福祉協議会

⑫保育所・幼稚園・認定こども園

⑬小・中学校、高校、大学

⑭保護者会・ＰＴＡ

⑮公民館・市民センター等

⑯特に関係はない

⑰その他

⑱無回答

(n=3,647)

【問５】
貴団体は、他の団体や公共機関などと交流や協力関係がありますか。該当するものすべてに○をつけてくだ

さい。（複数回答）

町（内）会 民生委員・児童委員地区社会福祉協議会

①町会・自治会

②老人クラブ・女性団体

③子ども会

④ＮＰＯ法人

⑤ボランティア団体

⑥企業

⑦商店会

⑧高齢者施設

⑨障害者施設

⑩医療施設

⑪社会福祉協議会

⑫保育所・幼稚園

⑬小・中学校、高校、大学

⑭保護者会・ＰＴＡ

⑮公民館・コミュニティセンター

⑯特に関係はない

⑰その他

⑱無回答

（n=2,842）

19.1 

12.0 

8.2 

0.7 

2.6 

0.5 

1.3 

5.6 

2.4 

2.0 

17.2 

4.4 

13.3 

3.2 

5.2 

0.7 

0.9 

0.7 

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0%

5



Ｈ27

0.1 

4.8 

1.6 

4.4 

2.0 

18.6 

10.3 

11.8 

1.6 

2.4 

1.0 

0.2 

0.0 

7.7 

4.8 

0.3 

2.0 

9.0 

0.1 

3.0 

2.7 

11.5 

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0%

①乳幼児の一時保育

②子育ての相談、保護者の交流支援

③本の読み聞かせ

④子どもの遊び、野外活動

⑤子どもの居場所づくり

⑥高齢者の安否確認、話し相手、手紙など

⑦高齢者の居場所づくり

⑧高齢者への配食サービス

⑨高齢者などへの家事サービス

⑩高齢者などの外出支援

⑪高齢者などの雇用の創出・支援

⑫点訳・朗読、手話通訳など

⑬障がい児などへのおもちゃの貸し出し

⑮福祉施設への訪問活動

⑯福祉施設での作業補助

⑱福祉イベントなどを通じた交流活動

⑳地域への施設開放

21その他

22無回答

（n=1,879)

【問６】＜【問５】で「特に関係はない」以外と回答した方のみ＞
貴団体が、他の団体や公共機関などと交流や協力して行っている活動は、どのような活動ですか。該当する

ものすべてに○をつけてください。（複数回答）

町（内）会 民生委員・児童委員地区社会福祉協議会

⑲専門技術を生かした支援（パソコン

講座、家の補修、理髪など）

⑰就労継続支援事業所・地域活動支援

センターなどへの支援

⑭高齢者や障がい者へのレクリエー

ション・スポーツ活動の支援
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Ｈ24

　他の団体や公共機関などと交流や協力して行っている活動については、「⑥高齢者の安否確認、
話し相手、手紙など」と回答した割合が18.6％と最も高く、次いで「⑧高齢者への配食サービス」
が11.8％となっています。
　「22無回答」「⑦高齢者の居場所づくり」「⑭高齢者や障害者へのレクリエーション・スポーツ
活動の支援」もやや高くおり、前回の調査結果とほぼ同様の結果となっています。

①乳幼児の一時保育

②子育ての相談、保護者の交流支援

③本の読み聞かせ

④子どもの遊び、野外活動

⑤子どもの居場所づくり

⑥高齢者の安否確認、話し相手、手紙など

⑦高齢者の居場所づくり

⑧高齢者への配食サービス

⑨高齢者などへの家事サービス

⑩高齢者などの外出支援

⑪高齢者などの雇用の創出・支援

⑫点訳・朗読、手話通訳など

⑬障害児などへのおもちゃの貸し出し

⑮福祉施設への訪問活動

⑯福祉施設での作業補助

⑰福祉作業所などへの支援

⑱福祉イベントなどを通じた交流活動

⑳地域への施設開放

21その他

22無回答

⑲専門技術を生かした支援

（パソコン講座、家の補修、理髪など）

⑭高齢者や障害者へのレクリエーション・

スポーツ活動の支援

（n=1,598）

0.3 

4.8 

1.8 

5.6 

2.5 

18.7 

9.4 

14.1 

2.3 

2.5 

0.4 

0.0 

0.1 

8.6 

3.6 

0.4 

0.5 

6.1 

0.1 

3.4 

2.9 

11.8 

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0%

7



Ｈ27

Ｈ24

　活動上の課題や問題点については、「③スタッフが不足している」と回答した割合が15.7％と最
も高く、次いで「④スタッフの固定・人事が硬直化している」、「⑤活動がマンネリ化し、活動が
広がらない」が高くなっています。前回の調査と比較すると、スタッフの固定化の割合が少し増加

5.1 

7.0 

15.7 

10.4 

10.3 

8.8 

1.4 

7.7 

6.0 

5.1 

4.6 

10.4 

1.5 

6.1 

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0%

①活動場所の確保が難しい

②活動資金の調達に苦労している

③スタッフが不足している

④スタッフの固定・人事が硬直化している

⑤活動がマンネリ化し、活動が広がらない

⑥活動に対する周囲の理解不足

⑦関連団体との連携がうまくいかない

⑧スタッフの活動意欲の維持が難しい

⑨活動ノウハウの不足

⑩他団体や事例等の情報不足

⑪活動の充実に向けた研修等の機会がない

⑫特に問題はない

⑬その他

⑭無回答

（n=1,777）

【問７】
貴団体の活動を行う（継続する）上での課題や問題点は何ですか。該当するものすべてに○をつけてくださ
い。（複数回答）

町（内）会 民生委員・児童委員地区社会福祉協議会

①活動場所の確保が難しい

②活動資金の調達に苦労している

③スタッフが不足している

④スタッフの固定・人事が硬直化している

⑤活動がマンネリ化し、活動が広がらない

⑥活動に対する周囲の理解不足

⑦関連団体との連携がうまくいかない

⑧スタッフの活動意欲の維持が難しい

⑨活動ノウハウの不足

⑩他団体や事例等の情報不足

⑪活動の充実に向けた研修等の機会がない

⑫特に問題はない

⑬その他

⑭無回答

（n=1,546）

5.0 

6.5 

14.9 

9.4 

11.6 

9.2 

2.0 

7.2 

6.5 

6.7 

5.2 

8.0 

1.8 

5.8 

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0%
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Ｈ27

Ｈ24

しています。

　地域住民からの相談内容については、「⑦近所との関係」と回答した割合が18.1％と最も高く、
次いで「⑤介護に関すること」が15.5％となっています。
　前回の調査と比較すると、ほぼ同様の結果となっています。

12.2 

8.8 

3.2 

4.4 

15.5 

9.5 

18.1 

8.8 

11.7 

4.1 

3.0 

0.7 

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0%

①自分や家族の健康のこと

②自分や家族の将来や老後のこと

③生きがいに関すること

④子育て・教育に関すること

⑤介護に関すること

⑥経済的なこと

⑦近所との関係

⑧地域の治安に関すること

⑨災害に関すること

⑩特にない

⑪その他

⑫無回答

（n=2,399）

【問８】
貴団体は、地域の住民の方から、どのような内容の相談を受けたことがありますか。該当するものすべてに

○をつけてください。（複数回答）

町（内）会 民生委員・児童委員地区社会福祉協議会

①自分や家族の健康のこと

②自分や家族の将来や老後のこと

③生きがいに関すること

④子育て・教育に関すること

⑤介護に関すること

⑥経済的なこと

⑦近所との関係

⑧地域の治安に関すること

⑨災害に関すること

⑩特にない

⑪その他

⑫無回答

（n=2,165）

11.1 

8.5 

3.4 

4.8 

15.9 

10.0 

17.5 

9.2 

13.7 

2.4 

2.4 

1.1 

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0%
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Ｈ27

Ｈ24

　地域住民からの相談の対処については、「①市役所などの行政機関に相談する」と回答した割合
が33.8％と最も高く、次いで「②地域の社会福祉事業者の相談窓口に相談する」が23.6％となって
います。
　前回の調査と比較すると、ほぼ同様の結果となっていますが、「④地域の住民で話し合って解決
する対処する」と回答した割合が低くなっています。

33.8 

23.6 

3.9 

18.3 

9.8 

1.6 

2.6 

4.8 

1.6 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

①市役所などの行政機関に相談する

②地域の社会福祉事業者の相談窓口に相談する

④地域の住民で話し合って対処する

⑤相談者の家族・親戚で対処してもらう

⑥誰にも相談せずに個人で対処する

⑦特にない

⑧その他

⑨無回答

(n=1,780)

【問９】
貴団体は、地域の住民の方から相談を受けた場合、どのように対処していますか。該当するものすべてに○

をつけてください。（複数回答）

町（内）会 民生委員・児童委員地区社会福祉協議会

③地域で活動しているＮＰＯ法人やボランティア団体などと

連携して対処する

①市役所などの行政機関に相談する

②地域の社会福祉事業者の相談窓口に相談する

④地域の住民で話し合って対処する

⑤相談者の家族・親戚で対処してもらう

⑥誰にも相談せずに個人で対処する

⑦特にない

⑧その他

⑨無回答

（n=1,498）

③地域で活動しているＮＰＯ法人やボランティア団体

などと連携して対処する

33.3 

23.2 

3.3 

20.6 

9.1 

3.0 

1.3 

4.4 

1.9 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%
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Ｈ27

Ｈ24

　どのような手助けができるかについては、「①見守りや安否確認の声かけ」と回答した割合が
24.3％と最も高く、次いで「⑧一人暮らし高齢者などの話し相手」が17.3％となっています。
　前回の調査と比較すると、ほぼ同様の結果となっていますが、回答の上位の項目の割合が低く
なっています。

24.3 

2.9 

1.3 

1.2 

1.4 

11.6 

13.7 

17.3 

13.2 

3.7 

6.8 

1.6 

0.7 

0.5 

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

①見守りや安否確認の声かけ

②外出の手伝い

③家事の手伝い

④食事の提供

⑤短時間の子どもの預かり

⑥屋根の雪下ろしや間口除雪

⑦地震や台風などの災害時の避難誘導

⑧一人暮らし高齢者などの話し相手

⑨悩み事の相談相手

⑩子育ての相談

⑪ちょっとした買い物やゴミ出し

⑫特にない

⑬その他

⑭無回答

(n=2,820)

【問10】
近所に、日々の生活において、支援を必要としている人がいた場合、貴団体はどのような手助けができます

か。該当するものすべてに○をつけてください。（複数回答）

町（内）会 民生委員・児童委員地区社会福祉協議会

①見守りや安否確認の声かけ

②外出の手伝い

③家事の手伝い

④食事の提供

⑤短時間の子どもの預かり

⑥屋根の雪下ろしや間口除雪

⑦地震や台風などの災害時の避難誘導

⑧一人暮らし高齢者などの話し相手

⑨悩み事の相談相手

⑩特にない

⑪その他

⑫無回答

（n=2,175）

28.0 

3.7 

1.8 

1.4 

1.8 

11.4 

15.2 

19.3 

15.4 

0.7 

0.7 

0.6 

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

11



　手助けが可能な支援のうちの実際に行っている手助けについては、「①見守りや安否確認の声が
け」と答えた人の割合が最も高く26.1％となっており、次いで「⑧一人暮らし高齢者等の話し相
手」が18.7％となっています。「⑨悩みごとの相談相手」も13.9％と回答の中では比較的高くなっ
ています。（今回初調査）

26.1 

2.0 

0.7 

1.2 

0.5 

12.0 

9.2 

18.7 

13.9 

2.8 

5.8 

0.9 

0.7 

5.5 

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

①見守りや安否確認の声かけ

②外出の手伝い

③家事の手伝い

④食事の提供

⑤短時間の子どもの預かり

⑥屋根の雪下ろしや間口除雪

⑦地震や台風などの災害時の避難誘導

⑧一人暮らし高齢者などの話し相手

⑨悩み事の相談相手

⑩子育ての相談

⑪ちょっとした買い物やゴミ出し

⑫特にない

⑬その他

⑭無回答

(n=2,170)

【問11】
問10で近所の方に手助けが可能と答えた項目のうち、貴団体が実際に行っている手助けはどのようなものが

ありますか。該当するものすべてに○をつけてください。（複数回答）

町（内）会 民生委員・児童委員地区社会福祉協議会

12



Ｈ27

Ｈ24

　福祉サービス情報をどのように入手しているかについては、「②広報あおもりなどの市の広報」
と回答した割合が17.8％と最も高く、次いで「⑦地域の民生委員・児童委員」が16.9％となってい
ます。
　前回の調査と比較すると、ほぼ同様の結果となっています。

9.5 

17.8 

2.6 

15.6 

6.1 

1.3 

16.9 

13.4 

9.9 

1.0 

4.4 

0.3 

0.3 

0.9 

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0%

②「広報あおもり」などの市の広報

③青森市のホームページ

④社会福祉施設や地域包括支援センターなど

⑤法人や団体が発行する機関紙やパンフレット

⑥かかりつけの医療機関や薬局

⑦地域の民生委員・児童委員

⑧町会・自治会などの回覧板

⑨新聞、雑誌、テレビ、ラジオなど

⑩インターネット（※「青森市のホームページ」を除く）

⑪家族、知人、友人

⑫特にない

⑬その他

⑭無回答

(n=3,561)

①市役所や総合福祉センター、福祉増進センターなど

の行政機関の窓口

【問12】
貴団体は、福祉サービスに関する情報をどのようにして入手していますか。該当するものすべてに○をつけ

てください。（複数回答）

町（内）会 民生委員・児童委員地区社会福祉協議会

②「広報あおもり」などの市の広報

③青森市のホームページ

④社会福祉施設や地域包括支援センターなど

⑤法人や団体が発行する機関紙やパンフレット

⑥かかりつけの医療機関や薬局

⑦地域の民生委員・児童委員

⑧町会・自治会などの回覧板

⑨新聞、雑誌、テレビ、ラジオなど

⑩インターネット（※「青森市のホームページ」を除く）

⑪家族、知人、友人

⑫特にない

⑬その他

⑭無回答

（n=2,983）

①市役所や総合福祉センター、福祉増進センターなどの

行政機関の窓口
9.7 

17.1 

2.7 

15.6 

5.8 

1.3 

16.6 

13.3 

11.2 

1.3 

4.9 

0.1 

0.3 

0.3 

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0%

13



≪Ⅱ．地域福祉に関するあなたの考えについて≫

Ｈ27

Ｈ24

　誰もが住み慣れた地域で安心して安全に暮らすことができる地域づくりを進めるために必要な取
組みについては、「①地域の人々が知り合い、触れ合う機会を増やすこと」と回答した割合が
23.6％と最も高く、次いで「④町会などが行う地域活動や、ボランティア活動への参加をうながす
こと」が21.5％となっており、前回の調査とほぼ同様の結果となりました。

23.6 

13.6 

11.6 

21.5 

14.1 

12.5 

0.9 

2.3 

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

①地域の人々が知り合い、触れ合う機会を増やすこと

③将来を担う子どもたちの「福祉のこころ」の育成を図ること

⑤地域で活動するさまざまな団体が交流・協力を進めること

⑥地域福祉に関する情報の提供や意識啓発をすること

⑦その他

⑧無回答

(n=2,788)

②高齢者や障がい者の日常生活に対する福祉サービスや

支援の充実を図ること

【問14】
誰もが住み慣れた地域で安心して安全に暮らすことができる地域づくりを進めるために、貴団体は、どのよ

うな取組みが必要であると考えますか。該当するものすべてに○をつけてください。（複数回答）

町（内）会 民生委員・児童委員地区社会福祉協議会

④町（内）会などが行う地域活動や、ボランティア活動へ

の参加をうながすこと

⑥地域福祉に関する情報の提供や意識啓発をすること

⑦その他

⑧無回答

⑤地域で活動するさまざまな団体が

交流・協力を進めること

④町会などが行う地域活動や、ボランティア活動への

参加をうながすこと

③将来を担う子どもたちの「福祉のこころ」の

育成を図ること

②高齢者や障害者の日常生活に対する

福祉サービスや支援の充実を図ること

（n=2,406）

①地域の人々が知り合い、触れ合う機会を増やすこと 23.6 

14.0 

13.7 

22.1 

13.0 

12.2 

0.7 

0.6 

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%
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Ｈ27

Ｈ24

　誰もが住み慣れた地域で安心して安全に暮らすことができる地域づくりを進めるためにできる取
組みについては、「④町会などが行う地域活動や、ボランティア活動への参加」と回答した割合が
24.7％と最も高く、次いで「①地域の人々が知り合い、触れ合う機会を増やすこと」が23.8％と
なっており、前回の調査結果とほぼ同様の結果となりました。

23.8 

13.0 

7.7 

24.7 

15.7 

12.0 

0.5 

2.5 

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

①地域の人々と積極的に知り合い、触れ合うこと

②高齢者や障がい者の日常生活に対する支援や手助け

③子どもたちの「福祉のこころ」の育成を図る活動

⑤地域で活動するさまざまな団体との交流・協力

⑥地域福祉に関する情報の周知や意識啓発

⑦その他

⑧無回答

(n=2,569)

④町（内）会などが行う地域活動や、ボランティア活動

への参加

【問15】
誰もが住み慣れた地域で安心して安全に暮らすことができる地域づくりを進めるために、貴団体は、どのよ

うなことができますか。該当するものすべてに○をつけてください。（複数回答）

町（内）会 民生委員・児童委員地区社会福祉協議会

①地域の人々と積極的に知り合い、触れ合うこと

②高齢者や障害者の日常生活に対する支援や手助け

③子どもたちの「福祉のこころ」の育成を図る活動

④町会などが行う地域活動や、ボランティア活動への参加

⑤地域で活動するさまざまな団体との交流・協力

⑥地域福祉に関する情報の周知や意識啓発

⑦その他

⑧無回答

（n=2,418）

23.4 

13.6 

10.3 

23.9 

16.1 

11.5 

0.4 

0.6 

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%
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566

288

104

626

381

250

15

76

　誰もが住み慣れた地域で安心して安全に暮らすことができる地域づくりを進めるために実際行っ
ている取組みについては、「④町会などが行う地域活動や、ボランティア活動への参加」と回答し
た割合が27.1％と最も高く、次いで「①地域の人々が知り合い、触れ合う機会を増やすこと」が
24.5％となっています（今回初調査）。

24.5 

12.5 

4.5 

27.1 

16.5 

10.8 

0.7 

3.3 

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

①地域の人々と積極的に知り合い、触れ合うこと

②高齢者や障がい者の日常生活に対する支援や手助け

③子どもたちの「福祉のこころ」の育成を図る活動

⑤地域で活動するさまざまな団体との交流・協力

⑥地域福祉に関する情報の周知や意識啓発

⑦その他

⑧無回答

(n=2,306)

【問16】
誰もが住み慣れた地域で安心して安全に暮らすことができる地域づくりを進めるために、貴団体が実際に

行っていることは何ですか。該当するものすべてに○をつけてください。（複数回答）

町（内）会 民生委員・児童委員地区社会福祉協議会

④町（内）会などが行う地域活動や、ボランティア活

動への参加

16



Ｈ27

Ｈ24

　地域福祉を進める上で行政に期待・要望することについては、「①地域住民同士が助け合い、支
え合うことができる仕組みづくり」と回答した割合が16.7％と最も高く、次いで「③地域における
福祉活動の中心を担う人材の育成・確保」が15.1％となっています。
　前回の調査と比較すると、ほぼ同様の結果となりました。

16.7 

10.2 

15.1 

9.9 

5.0 

10.3 

7.1 

9.2 

12.3 

1.0 

0.6 

2.5 

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0%

②地域における福祉に関する相談窓口の充実

③地域における福祉活動の中心を担う人材の育成・確保

④児童・生徒・地域住民を対象とした福祉教育の充実

⑥地域における福祉活動拠点の充実・環境づくり

⑦地域福祉活動のネットワークづくり

⑧福祉に関する講習会や講演会などの開催

⑨福祉に関する情報提供の充実

⑩特に期待・要望することはない

⑪その他

⑫無回答

(n=2,867)

①地域住民同士が助け合い、支え合うことができる

仕組みづくり

【問17】
貴団体は、地域福祉を進める上で、行政にどのようなことを期待・要望しますか。該当するものすべてに○

をつけてください。（複数回答）

町（内）会 民生委員・児童委員地区社会福祉協議会

⑤福祉活動を行っているＮＰＯ法人やボランティア団体への

資金面の支援

②地域における福祉に関する相談窓口の充実

③地域における福祉活動の中心を担う人材の育成・確保

④児童・生徒・地域住民を対象とした福祉教育の充実

⑥地域における福祉活動拠点の充実・環境づくり

⑦地域福祉活動のネットワークづくり

⑧福祉に関する講習会や講演会などの開催

⑨福祉に関する情報提供の充実

⑩特に期待・要望することはない

⑪その他

⑫無回答

⑤福祉活動を行っているＮＰＯ法人や

ボランティア団体への資金面の支援

（n=2,629）

①地域住民同士が助け合い、支え合うことができる

仕組みづくり
18.3 

10.3 

15.4 

10.2 

5.0 

10.8 

7.6 

9.1 

11.3 

0.3 

0.8 

0.9 

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0%

17



別紙参照

【問13】
地域独自で取り組んでいる地域福祉に関する活動がありましたら、参考にさせていただきたいと考えており

ますので、ご記入ください。（自由記載）
≪例≫「見守り・声かけ活動」「家事支援活動」「地域ふれあい交流活動」「健康づくり活動」など

町（内）会 民生委員・児童委員地区社会福祉協議会

18



別紙参照

【問18】
誰もが住み慣れた地域で安心して安全に暮らすことができる地域づくりを進めるために、貴団体の地域のこ

ういうところを良くすれば、地域がもっと住みやすくなるといった点など、地域福祉に関するにご意見、ご要
望がありましたら、ご記入ください。（自由記載）

町（内）会 民生委員・児童委員地区社会福祉協議会

19



≪町会・地区社協・民生委員≫ 

問１３ 自由記載 

 

小学生の登下校の見守り。一人暮らし高齢者の給食支援。交通安全や防犯に対して協力見守り。 

特になし 

老人クラブを中心に声かけ運動。2 ヶ月に一度一人暮らし巡回している。 

月 1 回町内ごみひろい。地域ふれあい交流活動として、夏は盆踊り大会、暮は、もちつき大会など行

っている。 

見守り、声かけ活動、いきいきサロン、敬老会、老人給食ほのぼの交流。 

一人暮らし、高齢者世帯のご近所の方含めて見守り、声がけしている。 

・給食サービス・夏祭の協力・見守り声かけ活動・保育園への金魚ねぶた作り 

もちつき。こどもさんとおじいちゃん、おばあちゃん、ママ、パパ、小さい杵で餅を希望者は並んでペ

ッタンペッタンと仕上がり、つきたてをおしるこ、きなこ、雑煮と皆さんで食べながら話する人、遊ぶ

人、それを見てそれぞれに楽しんでいるようです。 

子育て支援のグループ「わらしっこの会」というのに所属。年 3 回の「親子で遊ぼう」という乳児対

象の母子の集いに参加。4 ヶ月児検診のサポート。 

町会と一緒に見守り、声かけ活動を行っている。 

高齢者給食事業、心の縁側作り、イキイキサロン、水辺サポーター、まちづくり協議会、地区社協主催

防災訓練 

地域ふれあい交流活動 

独自の取り組みはないが、定期の訪問、見回り等は続けるようにしています。 

近所の人、特に子供ら、高齢者には、こっちから声かけをしている。 

一人暮らし高齢者給食会の実施、声がけ訪問に活動しています。 

見守り、声かけ、町内会への誘い。 

登下校時、小・中学生交通見守り(朝 6:30～7:30 迄) 

・健康づくり活動・見守り声かけ活動 

町内の花壇作りに声がけしたり毎月一掃き日を決め町内をきれいにしてます。夏休みはラジオ体操、

子供達と一緒に大人も行ってます。 

地域内の町会役員皆で、見守り・声かけ活動をする様にしている。悩み事等のある人を見かけたら知ら

せてもらう様に地域の人々に声がけしている。 

地域での高齢者に見守り、声がけ活動、そして 1 人暮らし給食、こころの縁側等を実施しています。 

地域交流で輪踊りの会を開いておりますが、若い方で 58 才、高齢者で 86 才の方が入っていますが、

踊る場所が狭く、ぶつかり合って踊っていますが皆いきいきして楽しく踊って居ます。 

見守り、声がけ活動 

・町内会の健康教室への参加。健康寿命を延ばす。・独居老人への「見守り、声かけ」「健康づくり活

動」 

海岸、防波堤のゴミ清掃。見守り、声かけ活動。 

75 才以上の一人暮らしの方との月一度の昼食会の時、地域包括センターの方との血圧測定、タオル体



操等、又各町内会の独自での楽しみ方等を工夫しています。。 

1 人暮らしの高齢者と月 1 回の会食回(第 1 水曜日)→(8 月と 1 月は除く) 

長寿会(老人クラブ)、子供の絵を読み聞かせの会の結成(ひまわりの会) 

一人暮らしの高齢者宅を近況伺う為、訪問し声がけ、見守り、相談にのっています。信頼関係保てたら

と思っています。 

「見守り、声かけ」を行っておりますが年々一人暮らしが増加して地域で支えないとだめだと思って

おります。 

月 1 回、一人暮らし高齢者との食事会時に、交流活動をしている。 

見守り・挨拶活動 

別にありません。国主導の地域包括ケアにこのアンケートを生かして下さい。現場の人間の声を聞く

場を設けて下さい。そしていろいろな活動について議論をしていけたらと思います。机上の話ではな

く現場の声を聞いて下さい。 

見守り、声かけ活動。一人暮らしの方の食事会誘い。小学校下校時声かけ「週 11 回」 

毎月第 3 金曜日に健康、手芸、体操などを行っている。出席するのは 10～15 人位でもう少し参加して

くれたらと思っています。(同じ人ばかりの参加) 

見守り、地域ふれあい交流活動 

防災の避難対策。敬老会の催し。 

地域ふれあい交流活動「心の縁側づくり」毎月 1 回行う。「ほのぼの交流会」 

・登下校の見守り隊・一人暮らし高齢者に月 1 回のお食事会・赤ちゃん誕生のお祝い会・小学校社会

科見学のつきそい・児童館の餅つき会手伝い・町会のラジオ体操参加 

高齢者宅に定期的に訪問し元気でいるか心配な事は無いか健康状態はどうか、話を聞いています。 

一人暮らしの高齢者の昼食会。 

「にこやか快食会」75 才以上の一人暮らしの人を対象としている。昼食会:年 10 回(1 月、8 月は休み) 

①見守り、声かけ活動(定期的に一人暮らしの老人宅を訪問) ②月 1 回のランチを提供(社協) 

一人暮らし高齢者宅への訪問・安否確認・給食会へのお誘い及び開催協力。高齢者世帯宅への訪問、安

否確認「ちょこっと袋」の準備及び配布(一人暮らしも含む)。地域(学校)懇談会出席、入学式、卒業式、

運動会への出席。民児協主催敬老会への協力、民児協主催日帰りレクへの参加及び協力。歩道、公園等

の清掃活動、町内会レク等への参加及び協力。赤い羽根募金活動、日赤会員募集活動への参加及び協

力。 

地域の高齢者の方の交通指導等、信号を通らないで道路を横切って通行する方等。 

沖館川を綺麗にする活動、除草。一人暮らしの食事会での内容の充実。(地域の幼児園、保育園、警察、

小中学校の協力があります) 

見守り、声掛け、町会レクレイション参加、夏の子供会ラジオ体操、町会高齢者食事会参加。 

・町内の夏祭り・地域の給食サービス・見守り、声かけ 

福祉館を利用して一人暮らし高齢者達と月 1 回食事を兼ねた触れ合い交流をしている。 

(地域ふれあい交流活動)月 1 回、自由参加で地域の福祉館にてカラオケ講座に先月より取り組みしてお

ります。 

小学校の夏祭り、餅つき、敬老会をホテルで盛大に行っている(本人からの費用貰っていない)。町内の



夏祭り(盛大に行っている)。巡回活動。 

町会、健康教室、介護に関する事の勉強会。 

見守り、声かけ活動、家族支援活動。 

・高齢者への見守り、声がけ ・一人暮らしへの月一度の食事(弁当)提供、訪問 ・敬老会の開催(高齢

者) ・子供会の綱引き大会の協力 ・幼稚園、小、中、養への運動会、学習発表会への出席 

・文庫開設(町内会館にて)ゆめ文庫 木・土曜日 10:00～13:00 本の貸出し。・子育てふれあい広場 毎週

木曜日町内会館ホールを開放 10:00～13:00 就学前の子供と保護者が利用(無料) 毎月第 1 木曜日は「ぬ

くぬくおはなし会」を 11:00～11:30 頃まで。 

毎週月曜日小学校の声がけ運動に参加しています。 

地区社会福祉協議会による見守りや安否確認の声かけや間口の除雪。国、県、市による農地の多面的機

能支払交付金活動への参加で地域の経済に寄与。 

町会や老人クラブによる「健康づくり活動」 

・子育て広場・一人暮らしの高齢者への月 1 回食事会・町会の防災訓練・地域ふれあい交流会(トラン

プ大会など)・町会盆踊り大会(大人の部、子供の部)・年 2 回の町内清掃活動・町会日帰り旅行 

イ.見守り、声かけ活動 ロ.一人暮らし高齢者給食会 ハ.地域ふれあい交流活動(町会祭り) ニ.日帰り旅

行会 

健康づくり活動で体操、塩分チェック、食生活改善等。 

老人クラブを設立して月 1 回の定期的な会合を開催している。 

・子供達の見守りを行えない、毎日学校まで一緒に行っています。・高齢者達に月二回食事等のお世話

をしています。・子供会で行事があれば協力しています。 

子育て事業として地域の小学校の生徒及び父母との交流をし不登校非行防止を図る為、夏には小学校

PTA の方々と一緒に夏祭りの開催(学校の校庭)、冬には同様の方々と餅つき会の開催をし当会と父母

と PTA の関係をスムーズにいくよう活躍している。 

町(内)会や地域内で情報交換や共有をしている。また、見守りや安否確認はお隣同士で意識してもらう

事で、何かあったら助け合う事に繋がっている。 

見守り、声かけ活動。 

平成 26 年 8 月より、こころの縁側づくりの事で「おおのふれあい広場」を開催し毎月 1 回、内容は健

康診断、体操、ゲーム、講習会、講演等幅広く活動している。毎月 60 名～70 名の参加があり盛り上が

っています。今年度も継続しております。(大野地区社会福祉協議会主催)町会、地区社協で防災訓練の

実施。 

高齢者へのふれあい訪問。 

・町会の行事に多数の参加者が来所する。特に老人会は「毎月」集会の集いを行い、参加する方を通じ

て、特に老人の安否確認をする事に心がけています。・市、警察、消防、中学校、小学校、町会連、民

生委員、その他全部の回覧を毎戸配布する事にしており、町会を経由して情報を提供している。 

月 1 回の高齢者の食事会(ふれあい交流) 

地域住民の高齢化が進んでいる事からお互いに声を掛け合って、孤立しないように心がけている。 

・給食サービス・見守り、声かけ・餅つき(小学校で教え子の餅つき大会を開き、あんこ入りの餅を作

ってもらったり、おしるこ・雑煮を食べてもらっている。※今年だけ中止)・夏祭り(小学校の夏祭りに



参加し民生委員のブース(テント 2 はり)をもうけ、金魚ねぶた作りを親子に教えたり、おでんを売り、

売り上げを学校に寄付している)・保育園との交流(金魚ねぶたを作り持って行き、一人暮らしの方々も

連れ、園児と交流) 

1.一人暮らし高齢者給食サービス事業への協力 2.こころの縁側ふれあいサロン石江への協力 3.地区

防災会への事業に対する協力 4.敬老会行事への協力 5.協同募金運動への協力 6.福祉の雪対策事業へ

の協力 

その都度、逢った時に声がけ。 

高齢者との一日旅行。子供会の活動。 

・手作り食事会 月 1 回、年 8 回一人暮らしの方へ昼食を手作りしています。(会場の都合で弁当あり)

頭の体操や歌など毎月 1 時間位交流活動もしています。・地域いきいきサロン 一人暮らしに限らず皆

で楽しんでます。(毎月 1 回) 

見守り、声かけ活動等。 

・こころの縁側事業(いきいきサロン)の開催。この事業を通じて安否確認、講話を通じての健康づくり、

食生活改善などをしています。近隣町会との連携を図って行っています。 

県の声かけリーダーをしている関係上、小学生、中学生などへ朝、登校時、下校時など声かけしていま

す。 

安否確認、見守りは近所の方へ協力をお願いしています。 

(朝の通学時)見守り、声かけ活動。町内会の公園の草取り。夏休みのラジオ体操。ゴミ出し指導。 

民生委員を個別にお話をしたいと願っている方が多く、どちらかで立ち話ではなくお話出来る場所が

望ましいです。 

見守り、声かけ、ふれあい交流、健康づくり。 

町内会の各団体で行事の中に学習会を設け、包括支援センターの方に講話をお願いしております。 

毎月 1 回 2 人ペアで一人暮らし、高齢者宅へ見守り、声かけ活動訪問をしています。終わったら集ま

り状況報告をし次回へ繋ぎます。 

月に一度、老人クラブの女性部だけで集会を開いている。その時、包括支援センターの方にお世話にな

る事が多い。 

見守り・声かけ活動 

町会、市民センター分館等で学童の登下校時の見守り、声かけ運動を実施しており、子供達の見守りを

行ってますが子供達の「挨拶」がとても良くなってきました。 

見守り、声かけ活動。小学校の夏祭りに参加、協力。一人暮らしの方々への給食サービス。 

見守り、声かけ、地域ふれあい交流 

安否確認の声がけ。一人暮らしの除雪。小、中学生への声がけ、見守り。 

地域ふれあい交流(一人暮らしや家から出かける事が少ない老人をなるべく外へ出てもらう事を考え、

月 2 回ゲーム、スポーツ、講師を頼んで何かの作業等をやっている)老人クラブも頑張って活動してい

る事は大変良い事だと思っている。 

筒井地区のはまなす会(一人暮らしのお食事会)へ保健大学の学生がボランティアで短時間ですが交流

を深める為に年二回程参加して頂いております。とても良い交流活動だと思います。 

見守り、声かけ活動 



ねぶた祭り、神社祭り。 

児童の帰校時に学区の巡回と声がけ運動。高齢者の安否情報の収集。地域ふれあい交流活動、地域の氏

神神社の境内清掃。 

見守り、声かけ活動、健康づくり活動です。地域ふれあい交流活動。 

町会との連携により、婦人の活動支援を計っていきたい。婦人部が活発になれば町会活動も元気が出

てくる。民生委員としては、見守り活動に欠かせない情報源ともなるものと思う。 

見守り声がけはやっております。5 月は高齢者の居場所作りとして、7 月頃試みとして 1 度やる予定で

す。 

子供会の活動が活発でなくなっていたので、世代を超えて色々な体験をして災害時でも一人で生きて

行ける事を目指したいと思っている。 

毎月第 4 日曜日老人クラブの日を設け、ふれあい交流活動、健康作り、布巾作り、雑巾作りをして保

育園、小学校へ差し上げております。ねぶた、盆踊り、夏休み行事、見守り声かけ活動をしておりま

す。6 月から老人クラブでみんな同じ食事を作り、毎月実行したいと考えております。 

久須志地区 10 町会の地域ふれあい交流活動の一環として一人暮らし高齢者の給食会を実施していま

す。 

地域独自で活動している事は余り無いように思います。独自で行動している事は、それぞれの民生委

員に従って異なると思います。「見守り、声かけ」「食事提供」「月一の食事会でのふれあい」等です。 

一人暮らしの給食。 

老人クラブ(清掃活動、ラジオ体操、座談会と食事会) 

あまり家族、利用者と深く接しず、公平な立場で対応致してます。 

地域ふれあい活動の一環になると思います。運動会、ビアガーデン(夏祭り)公民館祭り等。 

・いきいきサロン(地域交流活動としてお茶飲み会)・見守り、声がけ運動。 

・民生委員をしていますので、見守り、声がけは常にしております。・1 回の一人暮らし高齢者の食事

会の案内、協力。・地域の高齢者の入っている会に入り、旅行、活動があった場合、なるべく出席し触

れ合うよう努めています。 

見守り、声かけ活動。 

地域としてではありませんが、私個人としてほのぼの活動と一緒に週 1 回(土曜日の午前 9 時頃)担当

地域を散歩し見守り、声かけ活動をしています。10 年以上続けていると地域の人達に顔を知って頂き

「新聞がたまっている」「カーテンが開けてない」他いろいろな情報を地域の皆さんが知らせてくれる

ようになっています。 

中学校の下校時の生徒の様子等を学校の周辺や近くのコンビニ、商店等で遊んでいないか委員数人で

見回りしています。(見守りです) 

見守り、声かけ活動。地域ふれあい交流活動。 

一人での見回りは良くないと聞き、今 1 つ動きが鈍くなってしまった様に思われます。私は月に一度

の一人暮らしのお食事会を手伝う程度しかしていません。何か申し訳ないかなと思っています。 

自主防災訓練、地域ふれあい交流活動。 

見守り、声かけ活動。 

新入学児童の下校時の見守り、指導。 



見守り、声がけ。 

「見守り、声かけ活動」「町民会館を利用した交流活動(詩吟、トランプ大会等)(体操教室)」「健康教室

(月 1 回)」地域パトロール(週 1～2 回) 

団地の管理人をやっていますので(見守り声かけ活動)で地域でのコミュニケーションを計りたいと思

っております。 

高齢者健康づくり活動地域ふれあい交流活動ラジオ体操、盆踊り練習などやっております。霊園の花

のお手入れ草取り) 

・高齢者に対する訪問、声がけ活動は毎月実施している。・健康づくりに関しては近くの公園で春から

秋にかけて朝 6:30 分からのラジオ体操を行っている。又月一回、体操後、朝食会をしています。 

・町会が主催する新年会、特に盆踊り大会には子供達から高齢者まで幅広く参加してくれるので、声

がけや交流の場として助かっている。・長寿会婦人部では月 1 回の親睦会を行っているので、それぞれ

の話題提供があったり情報交換が出来るので続けて活動をし、見守って行きたい。参加者は約 10～15

人。 

見守り、声かけ活動、なごみ会、心の縁側。 

小学校での夏祭り参加(地域ふれあい交流活動として) 

見守り声かけ活動。 

問 13 例の 4 すべて実施している。又防犯活動をしており、情報を得る事が出来ます。 

・見守り、声かけ･･･通りすがりに挨拶したり話相手してやると、とても喜んでくれます。困っている

事とか、お医者さんの治療様子や身体の事、家族の事、友達の事など･･･ ・地域ふれあい交流活動･･･

社協の心の縁側などで歌指導や親子であそぼ!!みんなおいでで一緒に遊んでやる。 ・町会主催運動会

に出席して盛り上げています。※独自で取り組んでいる主催ではなくて協力面です。 

町会の行事等に参加、協力。対象者一人暮らし高齢者世帯の見守り声かけ。包括支援センターとの連携

した支援。 

高齢者の方を多く見かけるので、なるべく声をかけてお話を聞くようにしています。(隣近所と仲良く

するように) 

特に取り組んでいる事はないです。 

登下校児童の見守り声かけ運動。 

古川三丁目第一町会では女性部の活動が活発で花植え、野菜植え、おしゃべり会等毎年定例的におこ

なっている。集まる方が高齢化していますので、そこがお互いの心身の健康に貢献していることが多

い。 

心の縁側づくり月に 2 回行っていて 1.健康づくり体操 2.血圧測定 3.手先を使う折り紙ブロック等。 

防犯パトロール巡回協力。地区防犯交通安全パレード参加協力。 

・一人暮らしの高齢者、高齢者のみの世帯の友愛訪問。・65 才以上の高齢者の「こころの縁側づくり」

事業による。 ・毎月 1 回のいきいきサロン開催他 

町会で健康教室月 2 回･･･病気の研修と健康づくり等※その他、認知症サポーター研修、救命コース 90

分(消防署)実施 

現在一人暮らしの高齢者が日増しに身近に多くなり、追いつきません。私は協力員の方の協力を借り

ながら、感謝しています。 



当地では"ほのぼの交流員"と云う人達が各町内ごとに 2～3 名位いて、その方々が近所の変化を一早く

民生委員に知らせてくれるので大変助かっています。例えば冬場になると一人暮らしの方が娘さんの

所に春まで行って来ると云っていたと云う様な事。 

一人暮らしの食事会。小学校の夏祭り(PTA 主催のお祭りで民生委員の人達がおでんを作って出店して

いる) 

見守り声かけ活動。月 1 日の会事会。 

ふれあい活動、声がけ。 

見守り、安否確認の声かけ活動。子供見守りパトロール、高齢者ふれあい交流。 

「こころの縁側づくり」大野ふれあい広場で「健康づくり活動」ラジオ体操、血圧・体脂肪・尿検査、

踊り、輪投げ等。大野社協。町会健康教室 血圧・体脂肪・尿検査。セラバンドを使った体操。講師を

招き勉強会など。 

一人暮らし高齢者への毎月 1 回レクレーション(外出し市民センターでおしゃべり、悩み相談、食事(昼

食)、演芸覧賞等)交流活動実施しています。 

地域での運動会・夏祭り・冬祭り等での交流、又老人クラブも軽スポーツ等で頑張っています。 

地域ふれあい交流活動。健康づくり活動。 

高齢者の「健康づくり活動」として毎月近くの稲荷神社境内でラジオ体操を行っています。地域内の小

学校の登下校の「見守り、声がけ活動」を行っています。 

見守り、安否確認活動。一人暮らし高齢者の給食活動。 

防犯パトロール。公園、遊具の点検。一人暮らし給食会時の健康相談や血圧測定。小学校での親子餅つ

き。小学校での夏祭りの協賛。 

給食サービス(月 1 回の 1 人暮らしの高齢者の方の手作りお弁当のお手伝い) 

年に 2～3 回地域包括支援センターの方、町会長、民生委員との話し合いの時間を設けてます。地域包

括支援センターで把握している事と町会で把握している事を照らし合わせて見守りしたり施設入所と

かディサービス利用、安心電話利用につなげてます。また地域包括支援センターの協力のもと健康講

座等、年に数回町会で勉強会を実施しております。 

町会老人クラブの手伝い。 

私は三内に住んでいます。「三内を元気にする会」に参加して週二回の沖館リバーランド周辺や三内小・

三内中・三内第一町会の道路等のゴミを拾って歩いています。子供達、歩いている人、テニスをしてい

る方々に声がけをして笑顔を楽しんでいます。 

会う機会とか少ないので挨拶と声かけの活動を積極的に行うようにしています。 

見守り、声がけ活動、個人的な相談事。 

夏休みのラジオ体操。町会夏祭り。月一回、ゲームおしゃべりの日、婦人会でやっている。月一回、歌

の広場を町会でやっている。月二回、子育て広場(0～3 才まで)町会でやっている。 

一人暮らし高齢者、月 1 回給食会。 

月 1 回、2 時間位(おしゃべりサロン)民生委員が中心になり、お茶で地域包括支援センターに協力して

もらい健康の話、血圧、その後ゲーム、歌を皆で歌う。人数 20～25 人位。 

なごみ会月 1 度の食事会です(一人暮らしの方)地域ふれあい交流活動は年に何回かいきいきサロン、ゲ

ームをしたり、歌を歌ったりした後にお弁当を食べてと言う事をしています。 



・町内でも若い方達が少なく、高齢者が多いので普段から日常的に、お隣さん同志声がけが必要だと

話し合っています。そして、お隣さんは大丈夫かな?」と思いやる事が大切だと話しあっています。回

覧板で見てもらってます。・夏休み期間を利用して、朝のラジオ体操(町内で 2 週間) 

新入学時、小学校にて朝の挨拶運動。中学校巡回見回り。高齢者食事作りサービス。 

小学校の本の読みきかせ。見守り、声かけ活動。ねぶた作成運行。 

小学校の下校時、低学年の見守りパトロールを月曜日から金曜日まで行っている。 

見守り、声がけ活動。 

ふれあい昼食会、地域ふれあい交流活動。 

小学校が近くにあり、子供達、又高齢者には、見守り、声かけを重点的に実施していきたい。 

特にナシ 

高齢者の健康づくりのために毎週 2 回卓球 10 名ぐらいとゲートボールの会を週 1 回で参加者から近

所の高齢者等の状況を話し合う。 

見守り、声かけはするようにしている。特に一人暮らしと二人だけの老夫婦、又老人の居る宅へ(民生

委員としては当たり前の行動ですが…) 

該当する枠外にも多少の巾を設けて行く指導方法によりもう少し別の視点からも行政の目が届く事に

繋がると思います。団体的に申しますと、行政サービスの枠を広げた場合に(年々)今までに無い物が見

えて来て活動状況の視野が広がって行く様な気がします。もしかしたら金のかかる事業企画に繋がる

事も有り得ると思います。マイナス面も出る事でしょうが。 

見守り、声かけ運動。 

町会女性部を協力し、高齢者及び一人暮らしの方を毎月訪問し、町会長及び副町会に報告し、資料とし

てその日の状態を記録し共有しています。 

地域で月に 1 回、お茶っこの会を開いて、お話をしたり、懐かしい歌を歌ったりして楽しんでいます。 

地域での見守りが必要で、定期的に見守り訪問。 

 



≪町会・地区社協・民生委員≫ 

問１８ 自由記載 

 

町内会が中心となり会館を使用して活動したいが、会館の維持費に苦労している。会館維持の為の積

極的な支援をお願いしたい。 

地域の方々が参加する温泉旅行の実施。子供会行事への参加に手伝い協力。地域で行う運動会で地域

の親睦。 

行政でやってほしい。なかなか人が集まらない。 

住民がもう少し地域に関心を持つことが必要ではないかと思っています。 

・雪問題、歩道が狭く雪捨て場がなく高齢者、一人暮らしの人の他住民も困っている。・公共機関、

バスの停留所等がなく不便。 

私が住んでいる町会には、集会所がありません。他の集会所を借りて使用していますが老朽化してお

り、住民の方は、そこでの集まりには参加を希望しない人が多いのが実情です。地域福祉を進める上

でも集会所を確保して、交流を深める場所を作ってほしいと思っております。 

地域で集まる場所がもう少しあったらいいと考えます。今のところ各地の公共的な場所が少なく、ち

ょっと遠いと思います。 

顔見知りになって声かけから交流もたれたらと思ってますが生活に忙しいので外に出かけ昼は居な

い。行事などありますが同じ顔ぶれです。進んで参加に期待してますが続きません。私の周りは高齢

者が多いです。 

福祉活動を担う人材が不足している。一人に負担がかかりすぎてる。育成、教育が充実すれば最も良

いと思っています。 

集会所・地域の公民館など週に 1～2回でも開放出来るシステムがあればいいと思います。 

地域の過疎化が進む中で賑わいのある地域作りが必要ではないか。 

町会等の行事に進んで参加する事によって地域の人々の顔もわかり、町会でどの様な事に力を入れて

いるか分かると思います。地域が活発に発展するのは町会の皆の力が 1つになれば良いと思います。

若い人の力が必要な時になっているのではないでしょうか。 

町内会の交流会を増して、住民同士の触れ合いの機会を増していくことが大事だと思う。 

個人情報が乏しすぎる。 

隣近所同士が互いに思いやりの心を持つこと。 

・近所の地図が分かり易い掲示を。・玄関灯など、どの家でも灯すこと。・世話役、警察(派出所)な

ど連絡し易いように場所、電話番号など必要なときすぐに見つけられるように。 

これから先、町内会を維持していかれるのか不安。高齢者は家から出ず、若者は町内会の集まりに出

席しない。一つの町会に偏らず地域を広めたらどうだろうか。 

地域の人(農村)の協力がなく、啓蒙につとめてる。若い人の意識が低く、福祉に対する認識を広めて

いきたい。 

高齢者や障害者に対して、民生委員にばかりに委ねないで、市の方でももっと積極的に訪問して情報

を提供して欲しいと思います。特に障害者に関しては何もわかりません。 



小学生、中学生が挨拶をするのを見て、高校生、大人も挨拶をするよになると子供にも高齢者にも目

が届くようになると思う。 

現在の社会的には地域のリーダーと係等のなり手を養成することが第一に必要であると思います。 

高齢者が多く夫婦 1人が欠け 1人暮らしが目立っています。外へ出る機会が少なくコミュニケーショ

ン無く、もう少し地域で皆さんが集いる場所が欲しいと考えます。元気で生きがいのある生活お年寄

りが安心して暮らせる事を願ってます。 

町内会と一帯になり活動出来ることが望ましいと思う。 

地域で福祉活動に携わる人々は既に高齢化しており、中堅層の参加がほとんど期待出来ない事が悩み

の種となっている。長い目で見た場合、学校教育の中で社会福祉の必要性を学ばせることが必要では

ないか。 

福祉に関する相談窓口の充実。 

隣との付き合いのない人が意外に多く、1人暮らし・老夫婦 2人暮らしの人は訪問すると話したい事

がいっぱいで狭い世界で生活されているなと感じます。月 1回の食事会に来て皆さんとお話しながら

仲間づくりをする様、声掛けしていますが、やんわり断られている状態。楽しんで欲しいと思ってい

ます。 

高齢者の居住施設の充実を図ること(有料でよい) 

北部市民センター内に健康寿命を延ばす為にも器械体操が出来る器具の設置と非常勤でも良いのでイ

ンストラクターを付けて欲しい(※介護予防の為) 

校外ですが、緑が多く、静かな環境に住んでおります。少子高齢化が進み土日曜日、公園で遊ぶ子供

の声が聞こえず、寂しく感じております。設備の整えた福祉館を建築してほしいと思います。 

地域の中には、地域福祉に興味・関心や活動意欲のある人材が埋もれていると思われるので、それら

の方々を発掘調査する。 

戸建ての住民と団地に住んでいる住民が混在している。また県住と市住とが同じ敷地内に在るにも関

わらす住民の交流はまったくない。地区社協も別団体。しかし新築になる集会所は共同で使用すると

いう。なんか変じゃないですか?行政の都合で地域住民を分けているのではなか?団地住民の交流がは

かれる様、後をしをしてほしい。 

地域福祉を進める為の人材不足。協力者が少ない。 

私の所は県営住宅です。どうしても団体生活の場であり個人の場でもありますが、他人に思いやる心

が少ないように思います。そこを一歩踏み出してくれたらもっと横の繋がりが出来ると思うのでどう

したらいいか考えています。(自分が手出しすると何かいわれるのが怖いと) 

町会中心にした住民の日常生活、又は趣味等に関連した組織の仕組みづくりを行政が中心となって行

い、町民が町会の活動希望する組織に参加し、これを通じて生きがいを感じられるものにしたい。町

民が何かに参加し楽しめる日常生活の満たされないものを補える仕組み作りがあってはどうか、アン

ケート等活用して仕組みづくりする。 

地域の方へ積極的に触れ合う、これしかありません。私達の声かけが一番だと思います。そして相手

が心を開いてくれる。 

・マンション、アパートの住民との交流がなく情報もほとんどない(町内会にも属さないので難し

い)・住民が皆高齢化してしまい災害時に支援する方もされる方も高齢者なのが現状。 



①民生委員として 10年以上活動してきましたが、「避難行動要支援者」関係の仕事が確実に増え以

前より格段に心労が増えました。どう考えてもボランティアの域を超えると感じております。毎月毎

月訪問する家が増え、このまま市役所の使い走りで民生委員を続けるのは嫌です。「誰もが住み憧れ

た地域で安心して暮らす」には私達のようなボランティアも必要だとおもいますが民生委員には限界

を感じています。②児童扶養手当申請のために民生委員が現状確認者を書くのですが近頃は 10代も

多く、鼻にピアスなどして初対面で「現状確認書」を書いてくれ･･･と高圧的に来宅する人もいま

す。初対面の人の男女の関係など現状を知る由もありません。この様な確認も本当に嫌ですし出来ま

せん。市役所の担当者がやるべき事だと思います。 

町会間の連携、各団体の連携強化。若手協力者の育成。町会長や地域リーダーの世代交代をスムーズ

に出来ないか。 

昭和 39年から現在地に住んでいる。引越して来た頃は、よそ者という目で見られた。しっくり行か

ぬ事もあった。"住めば都"でここが 1番住みよい所と思う。老若男女問わず交流出来る何かがあれば

と考える。町会長、諸役員方々の尽力をの望んでいます。 

若い人に参加して欲しい。 

挨拶。 

少なくとも地区の住民の氏名、年齢、家族構成等を町会で把握しておきたい。 

自町会の高齢化率は 35%を超え、青森市の平均を大きく上回っている。そのため、本人緊急時の救護

者や避難支援者不在等の弱者が相当数おり、とても心配している。市役所～社協民児協～包括支援セ

ンター～町内会～消防～警察等のネットワークの強化が求められる。上記の垣根を極力取り除いて、

今のうちから 10年後 20年後の高齢化社会を見据えた体制を創っていかないととんでもないことにな

ると思う。 

地域で出会った人々と、誰とでもいつでも笑顔で元気よく挨拶出来る事を心に掛けて生活したいと思

います。 

浪打一丁目:浪打町会に町民の利用できる会館が無い為、質問にあるような活動は困難である。町内

会、福祉活動を充実するため是非必要な施設である。全市を調査し、一定区域内に上記の施設がどの

ように配置されているか、検討すべきである。例、施設建設の土地があれば補助金を出すとか、近く

に施設が無いため離れた施設に行かなければならないとか、老人が増える社会にのんびりしていられ

ないのではないか! 

地域福祉活動の拠点となる施設の増設、充実を期待する。 

地域ごとでの"防災訓練"について地域福祉で行って下さいと言うだけでは地域の隅々まで行って下さ

いというだけでは地域の隅にまで行き亘っていない現状でする。「避難行動要支援者台帳」等に多額

の費用をかけるだけでなく、行政側の指導のもと避難訓練等を積極的に働きかけて下さる等役所で動

いて「見本」を見せて頂きたいものです。そうでなければ"防災計画"は「絵に描いた餅」になりかね

ません。行政側の積極的な姿勢を期待するものです。 

最近は高齢者に対しては色々な福祉の情報はありますが、生活苦の若者、母子、父子世帯が見えず

色々な問題が発生しています。犠牲者が出る前にもっと相談し解決できる窓口の充実を感じます。 

声かけをしています。 



町会の役員が高齢者が多く、もう少し若い方が町会の活動に参加して頂ければ、色々な分野に活動が

広がり、町会も発展して行く様な気がします。福祉に限らず、町会では町会員に向けて土手の草刈

り、公園の草取り、親睦旅行等計画しておりますが若い方の参加が少ないです。 

地域住民同士が助け合い差さえ合う事が出来る仕組みづくりがあったら良いと思う。 

行政が各地域を巡回して町内もしくは地区社協との意見交換をして地域の実態を知って欲しい。年に

4.5回程この様なアンケートだけでは問題点が見にくいと思います。 

地域のコミュニティ機能の強化で人間関係が希薄になりつつある状況を改善する。 

町会の役員でも成り手が少なく、役員は大変忙しい。 

青森市民祭(?)等の無料コンサート(大正琴等)を高齢者(老人クラブ)の人達を送迎の為に福祉バスを

無料で提供してほしい。お願いします。 

・60歳からは高齢者、75歳からは後期高齢者などの年齢で区切って、様々な福祉活動が行われてい

ますが、例えば 60歳は今では若者と言える程だし、75歳を過ぎてもしっかりと独立して生活してい

る人もいる。これからは単純に年齢が高いからと福祉の恩恵を受けなさいと言えない状況が出てく

る。では、どうするか･･･。 ・もう一つ最近気になるのは男性の一人暮らしが急増している。そして

女性は一人でも何とか生活を崩さずにいるが、男性は酒、食事をしない、物を整頓しない、ゴミの出

し方が分からない、庭は草ボーボー、居るか居ないか分からない。などの心配な事が増加している。

この人達に目を向ける必要があるのでは? 

各市民センターでおこなっている講座や教室を自由ヶ丘の会館でも行う為には、どのようにしたらよ

いのか教えて欲しい。近くで、いろいろ学べたら、もっともっと交流の場が広がると思うので…。 

私達民児委員は町内全部は手が届かないところがありますので、ご近所同士もっと助け合う地域にな

って欲しいと思います。 

地域の人々が知り合い、触れ合う機会を増やす事。 

自分の子供が小学校の頃だったと思いますが、町内の運動会が市民センター横の公園で行われまし

た。私達の地区は広いので町内何部何区とわかれていましたが、各部ごとに分かれ子供から老人まで

一緒になって協力し合い競技もとても楽しかった記憶があります。今でもよくあの時の様に運動会を

やればと思います。(隣近所がもっと親しくなれるのでは?)又、町内の盆踊り大会も子供から老人ま

で沢山の参加があり、2日間とても楽しかったです。子供から老人まで一緒に協力出来る活動があれ

ばと思います! 

高齢者の一人暮らし及び空家の増加が進んでおり、特に冬場の除排雪に支障が出ている。→流雪溝が

整備されている荒川地区の家屋購入(移住)が制限無しで行えるよう都市計画法の見直しを要望する。

※時代に合ったものに! 

年々少子高齢化となり民生委員も高齢者・欠員等もあり、地域住民同士が助け合ったり支え合う事も

難しくなる事を懸念しております。行政機関、包括支援センター等の地域へのもっと積極的な関わり

が必要と思います。 

周囲の着付けに目を向け、良いと思ったら行動して輪を広げる事、自分でも出来る事が見つかる、又

見つける事。 

町内会やボランティア団体、民生委員が高齢化していて、柔軟に発想や動く事が出来ない傾向があ

る。又、スタッフの勉強不足や理解の乏しさも感じることが多い。 



地域住民が集える会館があれば良いと思う。 

地域同士もっと触れ合う場や機会を作っていけたら良いと思います。高齢者達専用に講習会や講演会

などを行えば良いと思います。 

地域福祉を進める為の施設(市民センター)の拡充、これまでの 8館構想で建設されてきた例えば荒川

市民センター等の規模の大きいものは必要ない。最低限地域住民の集う事の出来る福祉館の建設やリ

フォームして安全に利用出来る場が欲しいです。 

地域は、どんどん高齢化が進んでいる反面、生活保護世帯の増加で一部治安が悪くなり、子供や高齢

者が安全に暮らしづらくなっている。地域の皆さん口々に"あそこさえなければ･･･"まとまって 1つ

のアパートを占領している事に問題がある。まず地域の安全な環境が必要と思う。 

居住する地域に歩道橋があるのですが樹木が育ち過ぎていたり手入れが不足だったりで害虫が発生し

毎年の様に虫刺され等の被害が発生して困っている。又、秋になると日暮れが早い為、外灯が消えた

り木の葉っぱで影が出来、児童・生徒には危険な事もある。こんな苦情はどこで聞いてもらえるの

か。又、解決は可能なのか毎年の様に不満が出る。 

誰もがいつでも気軽に立ち寄り自由に利用できるコミュニティセンターが欲しい!例えば(カルチャ

ー、学生の作品発表、地域の人達の色々な発表会、研修会等々)子供から高齢者まで楽しく交流でき

る場所。是非、実現して欲しい! 

個人情報が秘守されるなか、手助けをしたり、支え合う点で壁になり、地域住民同士の繋がりが希薄

になる時があります。核家族が進み、安心を守る為に難しい課題となっています。 

冬の時期の除雪、排雪の充実だと思います。特に高齢者世帯、一人暮らしの高齢者の方達は困ってお

ります。そして引き籠もりで働けない若者達への道その家族の方達への情報提供など･･･。そばにそ

ういう方が何組かいらっしゃいましてある程度までは努力したのですがそこから進む事が出来ず心に

残っております。 

気軽に立ち寄れる"福祉カフェ"の様なものがあれば良い。 

各種団体の行う諸行事への参加を気軽に行ける様な施策。 

古くから住む人、新しい人と分け隔てなく関わっていく事。誰でもが自由に参加できる集いサークル

等の充実(住み慣れた所でも近所の人を知らない事もあるため) 

地域の様々な団体とのネットワークづくり→皆が参加しやすい事業の立案→完行 

行政は、民生委員に対し、あまりにも多くを押しつけてはいませんか?私達も出来る事は限られてお

り、出来る事なら次の人へと思っている人も多いです。出来るだけ、地域の為にと頑張っています

が、あまりにも押しつけな対応をされると、自分の時間、家族の時間が無くなります。皆さん、月の

うち 1/3～1/2位何かしら活動している事を知って欲しいです。 

個人情報保護法が壁になり過ぎない様にもう少し臨機応変に対処して地域住民が他の人の手助けが出

来やすい情報公開の方法を教えて欲しい。 

高齢者世帯が多く活動が限定されてきている。世帯内に子世帯があっても同じく活動しない。高齢者

と次世代との交流がうまく出来れば良いが。 

冬の除雪が大変です。高齢者は特に大変で幸畑団地から引越する人もいます。幸畑団地にも除雪の側

溝があれば良いと思います。 



安否確認、民生委員 1人では限りがあるので町内役員・老人クラブ等の役員と一緒に見守りを実施出

来ると良いと常時考えております。 

地域の方々に民生委員が何をしているか分かって下さればとても助かります。 

高齢化社会を迎え地域福祉の充実は最も重要な施策の一つである。トップ(市長)が率先して推進すべ

き。 

・町内の中に派閥らしきものがあるのであまり先人観を持たないで好きな人も嫌いな人も居ると思う

が自分から進んで声をかけていく事によって少しは仲よくなって住みやすくなるかなぁ? ・相手の話

を十分聞いてあげる事。 

若い働く町会の人達の行事への参加。地域の子供達の見守り等が大事だと思います。 

近所住民が仲良くなる様な取り組み。雪でのトラブルがかなり多い様に見えます。 

ご近所とのコミュニケーションの充実と徹底。 

団塊世代が高齢者の年齢に達し、担当している町内でも一人暮らし及び高齢者のみの世帯が非常に増

えています。先頃の新聞に「65歳以上の高齢者の身体機能や健康レベルは 10～20年前に比べ 5～10

歳若返っている」という研究発表が日本老年学会で報告されたとの記事が掲載されていました。

(2015.6.14付朝日新聞)我が町内の 60代の方々も若々しく活動されていました。高齢者世帯の対象を

5歳引き上げても良いのではないでしょうか。 

地域住民同士がふれ合う場所が少ない。特に雪国なので福祉館などを増やしてほしい。 

地域住民が互いに協力し合う事で豊かな生活を続ける事が出来ると思う。 

現在筒井地区の民生委員児童委員が高齢化をしてきており、後継者不足が重なって一人一人の負担が

多くなっている様に思います。地域の方の民生委員児童委員に対する理解を何よりも後継者不足を解

決する対策はないものかと思います。高齢者が増え、子供の問題が多くなります。人材不足は大きな

問題であると思います。 

公民館の施設の老朽化、お年寄りには椅子(座卓)、机が使いづらい。ティーカフェ施設があればいい

なぁー。子供達と交流できる施設、お年寄りと食事ができる施設など。 

充実したスーパーが欲しい。福祉館、市民館、その他大きな皆が集まれる様な建物が欲しい。病院、

温泉等欲しい。 

住民の高齢化で町会活動にも参加しなくなっている為、住民同士のトラブルも発生している。(ゴミ

置き場清掃当番や班の組長さん等)町会と連携して対処するもの大変である。 

地域住民との交流の場が 1ヶ月に 1回あれば、親密感がわくと思う。 

地域の住民が高齢化しているので地域に若い家族が入って住んでくれ。地域を活性化し高齢者も若い

人もお互いに支援し合える地域にする。 

地域で子供を育てる事を目的として近所同士の付き合いを活発にして昔の様にご近所で子供の事を見

守り出来る様な地域社会を作って行く。港町地区にはコミュニティセンターがないので、考慮して下

さい。 

1.地域の活動拠点となる集会所が欲しい。2.地域住民に地域福祉の重要性を認識させる為パンフ等を

繰り返し回覧し意識改革を図る。 



お年寄りの交流の場を作り、継続していける活動にする為、スタッフの充実を図っていって欲しい。

地元に小学校、中学校も統合の為なくなり、子供達との触れ合いも少なくなりました。元気な声を日

中聞く事もなくなり、淋しい限りです。お年寄りと子供達との交流できる場を作ってほしい。 

東部市民センターもありますが小規模でも近くに高齢者でも歩いて気軽に集まれる場所があればと思

っています。 

町内会は高齢者中心の活動となっています。もっと若い人達に行事に参加、興味をもって欲しい。 

言葉で簡単にかけません。 

他の地域(町内)でこういうことに取り組んでいる情報が欲しいし、参考にして行きたいと思います。

事例があれば!! 

町内、民生委員をやり→役員や一部の人達は、地域の為頑張っている事がわかりました。難しい事で

すが、多くの人が地域やいろんな物に感心を寄せ、出席、行動をしてくれれば、もっともっと理解し

合え、住み良くなるのでは･･･?と思っております。 

もっと若い世代が活動に入りやすいよう、配慮したり、役員も一人一役で多くの人達が関わるように

すると色々な考え方や思いがあり、より良い福祉活動が出来ると思います。 

・若い家族の町会行事への参加を促す。・お年寄りに対する情報を伝える。 

行政があまり関わらず、地域の住民同士が助け合うようにならないといけないと思う。住民の意識を

変えるようないい知識がないものでしょうか。 

近所同士の交流が昔と違って少なくなってきていると思うので、もっと交流を深め、仲良く暮らして

いければいいと思います。(隣に住んでいる家の人が病気で入院していてもわからない状況です。) 

今まで通りの活動で進めていきたい。 

公の機関がもっと足を運んだら、アンケートも必要ないし、見えてくるのではないかと思います。ど

うしても、民間に頼っていると色々な問題が発生して来ます。ボランティアも同様だと思います。公

の機関に期待するばかりです。 

街燈の故障などに対する迅速な行政の対応を望む。 

積極的に関わってくれる人材が少ない、高齢者が多く若い世代は働かなければならないので時間がな

い。声をかけても参加してくれない、訪問しても出てくれない等、悩みの方が多い、感心が薄い。・

町会に集合場所、子供から高齢者まで 

地域の人同士の声がけが何よりも大切と思います。何かあった時に特に声がけが生かされる気がしま

す。 

高齢者の一番の心配事は雪に関する事が最も多い除雪だけでなく、融雪設備を充実し雪国でも安心し

て暮らせる青森市であって欲しいと思います。 

民生委員・児童委員として担当地域の住民情報が欲しいです。住民訪問もし、高齢者等の把握に努め

ていますが、行政側からの調査に必要な情報が不足のため、大変です。災害時の事を考えると、とて

も不安です。他県、他市町村との交流をし、青森市役所も考えるべきです。基になるものが無ければ

地域福祉計画の机上のものでしかありません。 

冬期間の除雪の問題と団地(幸畑第四団地)の入居率を上げて欲しい(※72%位) 

今後、高齢者の増加が予想されます。地域住民(町内会)同士のコミュニケーション作りが必須である

と考えます。町内会の充実(具体的には役員会を増加し、情報提供の機を設ける)が重要。 



皆様には大変お世話になっております。これからも宜しくお願いします。 

難しい問題です。 

バウンドゴルフ、健康に気をつけながら、軽い運動を地域の人達と一緒に出来る事が楽しいです。誰

でも参加できます。 

町会全体の高齢者が多い為、地域館や近くの学校を利用して体操などをしたりすると、どうかなと思

います。 

住み慣れた地域の定義は何か明確にすべきである。町会なのか、近隣はどこまで指すのか明らかでな

い。これからは住み慣れた所だけでなく、どこに住んでも安心安全に暮らす事が必要であると考え

る。 

人との出会いがあった時は、挨拶をする事から始めれば、もっと親しさが生まれると思う。 

最近は行政と地域の連携で交流を深め少し活動に協力する方が多くなりました。今後も民生委員とし

て声かけや見守り、安否確認等地域が明るくなるように、又挨拶は大切ですね!!今後共、ご指導宜し

くお願いします。 

・地域住民同士がもっとコミュニケーションがとれる様な企画を実行する。・在宅高齢者が積極的に

地域住民同士、隣人と仲良くなれる企画をする。(今それが薄れていると感じる)・在宅高齢者が(社

会福祉に協力しているという生きがいをもてる企画をする。 

災害時避難場所が遠い。高齢者は歩いていけない。他にも何ヶ所かあれば良いと思う。 

空家が増え、高齢者(自分も含めて)が多くなりました。地域全体が暗くなりつつあります。若い人が

住みたくなり、またその為には地元で働く場所が欲しいです。 

年代の若い人の参加、協力!アパート等の居住者の情報が少ない。 

地域福祉に熱意を持って行動出来るリーダー的存在が必要だと思います。 

住み慣れたここ柳町で長い間商売をしていた方ですが年を重ね商売を辞め、校外に住居する娘さんの

所へ行きました。しかし、柳町の人々と柳町が好きと総会、レクリエーション家族の協力もあり 88

才になった今でも喜んで参加してくれます。その様子を見て、この地域には特に問題はないと感じま

した。 

町内では運動会を初め、お互いがふれあう機会を設けているが参加する人は特定化し、なかなかお互

いの輪が広がっていかない。でも 70代、80代の女性の方々は活動的でリーダー性のある方々が多い

ので声がけ「おはようございます」等、明るく元気な声がよく聞かれるので、お互いに気持ちよく嬉

しい気持ちになる。比較的小さな町会の割には、アパートが 7棟もあり、個人情報の関係で年齢等把

握出来ず、訪問しても居るのか居ないのか分からなかったり、返答はするが会う事は出来ない等、同

じ町内に居ながら、孤立して生活している方が増えているように感じる。アパートに住んでいる方で

も高齢の方であれば、年齢や氏名等、民生委員の方へ連絡が届く方もあれば、把握しきれていない方

も居るように感じています。不動産では個人情報の為、町内には教えない。例えば、75才以上の方が

住んでいる時は町会長、民生委員には連絡する等の取決めが欲しい。 

地域住民が何事にも無関心過ぎると思う。地域全体で取り組める様な物が多いと良いと思う。今後高

齢化が進めば住民(地域)の連携が必要となる。早ければ早いほど取り組めたら良いと思う。 

地域が高齢化になり自分の事で精一杯で余裕がなくなっている。 



子供や高齢者がいつでも出入り出来る施設で楽しく過ごせる場所があれば顔見知りも増えて、地域内

が明るくなり、交流も出来て良いのではないかと思います。 

隣同士が声を掛け合う事。助け合いが必要です。 

冬場、雪で困っている高齢者が年と多くなっているので雪対策にいついて何か良い方法がないでしょ

うか? 

高齢者が見守りをされていると感じる仕組みづくりが必要だと思います。 

交通手段(せっかくの交流場所があっても、そこまで行く足がない) 

地域住民の高齢化が進んで活動を担う人材が少ないのが実情です。年齢に関係なし、お互い住民同

士、助け合い支えあって協力していかなければと感じています。 

地域福祉について子供や若い世代の方には参加しずらいのか必要性が理解できないのか、助け合いや

支え合う事が少ないと思うので、啓発が必要だと思う。 

地区社協管内、包括センター管内で様々な取組みがされていますが、具体的に効果が期待出来るの

は、より狭い範囲の「町会」です。町会ごとに意識の差が見られ、町会幹部(町会長、役員)への意識

高揚対策が最重要と考えます。問 14～16の 7項目について民生委員が推進するために、町会の協力

が不可欠ですが、現状では町会幹部の意識が低いため、踏みとどまっている現実です。 

町内会役員、地区社協、民生、関わりのある方々の団結!が一番。高齢になられた方々が上に居ます

と、なかなか下の意見を聴かない面倒な事はやりたがらない町内会会長、役員!又、役員同志の仲が

悪い事が一つにまとまらない理由ありと思います。 

①自分が住んでいる地域にもっと感心を持ってもらいたい。②子育て支援で地域の小さい公園等整備

したら子供達も外での遊びが楽しくなると思う。③老人クラブの活動に援助を充実して欲しい。 

冬場は特に家にこもりがち。気軽におしゃべり出来る屋内施設が近くにあると良いと思う。 

行政と福祉に携わっている方々との繋がりをしっかり支える仕組み作りを強くする。相談の窓口を一

つにしていく。 

色々と行事を町内で行っているけれども参加する人が決まっている。 

家の前を通学する児童・生徒に出来る限り声をかけ、見守りしています。時にはあの笑顔に私も励ま

される事もあります。又、地域の健康教室・町内女性部での健康体力づくりの行事他お手伝いもかね

て参加していますが微力ながら少しでも地域の人々とふれあえれば･･･と日頃より心しております。 

市 - 社協 - 地区社協 - 町会連合会 - 町会 - 民生委員の定期的な交流が欲しいと願っておりま

す。 

私は「見守りや声駆け活動」をかねて、どうしても人に馴染めない高齢者がいて、どうしたら家から

出せるのか考えた。町会の役員も私がやっているので、町会の回覧を隣に廻す時に浅虫にレクリエー

ションで行くんだって一緒に行こうと 1人でいるより温泉に入って御馳走たべてくるべしと誘って家

から出すようにした。そうでもしなければ、引き籠もりになっているので、仕方なく行ったみたいだ

けれど、時間経つごとに笑顔になり大きい声も出ているのを、遠くから見て無理に連れてきて良かっ

たなと思った。このままの状況が続けば孤独死と言う事を考えていましたが、どうやら人の輪の中に

入れたなと、ほっとしました。後日聞いてみたら楽しかったと、自分の考えがおかしかったと、又誘

ってねと言われ一つ肩の荷が取れたような気がした。誠意を持って接すれば答えは出ると言う事を体

験しました。 



最近、隣組の班長をしましたので、町会の総会に出ましたが、町民の参加が少ないのにびっくりしま

した。班長でさえ出席していなかったのです。地域住民同志の助け合いという事も難しくなっている

と思います。又、今冬は雪の件で近所といがみ合うという事件が生じました。つまり、地域福祉は健

康福祉部だけの問題ではなく、道路課等の協力もなくてはいけませんね。 

人間の基本である健康づくりを地域、行政全体で取り組む姿勢が住民がまとまっていくもとになるか

も。例えば、運動を兼ねた地域清掃活動の実施とか。 

地域福祉に対して活動している年代が 50代以上で若い世代(大学生、高校生等)にボランティア活動

をしてもらい、関心を持ってもらいたい。また 30代 40代の方々は仕事に追われ、なかなか協力でき

ていないが、負担にならない程度で協力して欲しいと思う。 

近くにスーパーもなく運転出来る方は何んて事はないけれど高齢者には不便です。食料販売者でも来

てくれれば良いのですが。 

近所の人との交流が大切な事だと思います。一人暮らしになった時など特に自分の子供にも近所の人

の事を話しておく事も大事なのではないでしょうか。 

60代 70代が頑張っているのですが若い人達との交流がなく、町会運営が先細りの現状です。町会の

事に関心を持ってもらうにはどうすればよいのだろうか?御指導お願いしたいです。 

高齢者が増える現在困窮者が多くならない政策を考えて欲しい。 

自分の今の行動が精一杯で未だ未だ余裕がありません。先ず自分が確りすること、もっと勉強してか

らと思います。「自分が確りすれば、自分の行動が地域に貢献するでしょう」他の人も同じことを考

えていると思います。どうしたら全員、その気持ちを出せるでしょうか。問 17の 1番が必要です

ね。 

自己啓発に他ならないと思います。昨今の殺伐した世の中にあってどうしたら暮らしやすい、そして

昔の様な近所の付き合いの出来る和気あいあいとした笑顔の絶えない街作りが一つ一つの町会の我が

広まる事により社会全体が明るくなっていくと思います。私は、町内 1人 1人に必ず挨拶を心掛けし

ております。アパートの方々から、初め朝の挨拶は忘れずやっています。 

同じ町内に居ても少し離れている方の氏名も知らないで生活してる傾向があります。もっと地域のふ

れあいが大切におもいます。町内で何かのお楽しみ行事をしてみたらいいのでは･･･と考えていま

す。 

 


